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はじめに 

この度は、LB デフラグ ワークス3 Serverをご購入いただき、誠にあ
りがとうございます。この利用ガイドには、本製品のインストールと製品

登録を正常に行うまでの方法及び LB デフラグ ワークス 3 Server
の機能について記載されています。また、本製品の詳細については、

ヘルプに記載されている内容も合わせてご参照ください。 

また、この利用ガイドは、本製品作成時のソフトウェア及びハードウェ

アの情報に基づき作成されています。その後のソフトウェアのバージ

ョンアップ等により、本ガイドの記載内容とソフトウェアに搭載されてい

る機能が異なっている場合がありますのでご了承ください。 

株式会社ライフボート 
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第１章 LB デフラグ ワークス 3 とは 

 
「LB デフラグ ワークス 3」は、ファイルの書込みなどのデータ変更を
常時監視して、変更直後に自動的にデフラグすることにより、断片化

の発生を最小限に止める「プロアクティブ・テクノロジー（事前予防技

術）」を利用したデフラグ ソフトウェアです。デフラグは非常に時間が
かかるため、業務をストップして行う、深夜の業務時間外で実行させ

るなど、大変な作業になりますが、断片化を事前に防ぐことにより、容

易に PCを最適な状態に保つことが可能になります。 

「LB デフラグ ワークス 3」には、通常版に加えてネットワークに対応
した「LB デフラグ ワークス3 Pro」と、サーバOSに対応した「LB デ
フラグ ワークス3 Server」の3製品があります。「LB デフラグ ワーク
ス3 Pro」及び「LB デフラグ ワークス3 Server」では、ネットワーク上
に接続されている他の PC の状況を把握して、解析、デフラグの実行
などが可能です。また、サーバ OS でデフラグを実行する場合には、
「LB デフラグ ワークス 3 Server」を使用する必要があります。 

 
１-１ 主な機能 

LB デフラグ ワークス 3 Serverは、以下の機能を備えています。 

■プロアクティブ・テクノロジー 
サービスプログラム（常駐型プログラム）によりファイルの書込み/削除
などのデータ変更を常時監視して、新しいファイルや変更されたファ

イルが見つかると、ファイルのチェックリストに追加します。PC の負荷
が高い状態ではなく、処理能力に余裕が充分あるときに、リスト上のフ

ァイルを解析してデフラグを行い、絶えずハードディスクのデータを最

適状態に保つ技術です。Windows の起動と同時に常駐し監視・デ
フラグし始めますので、断片化の発生を最小限に止め、PC を最適な
状態に保つことが可能になります。 
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■２つのデフラグモード（自動モード/手動モード） 
· 自動モード： プロアクティブ・テクノロジーによりドライブ上のデ
ータの変更を常時監視し自動デフラグを行うモードです。バック

グラウンドで自動的にデフラグを行います。 
· 手動モード： 手動で、ドライブを解析したり、内容の表示をしたり、
デフラグを開始したりすることができます。 

■３種類のデフラグ方式 
「クイックデフラグ」、「スマートデフラグ」、「スマートデフラグ プラス」

の３種類のデフラグ方式をサポートしています。 
「クイックデフラグ」は、単純に高速でデフラグ処理を行います。 
「スマートデフラグ」では、デフラグ後にファイルを最適な位置に移動

してアクセスを早くします。 
「スマートデフラグ プラス」では、ファイルの後に空きスペースを確保

してファイルの再断片化を抑えるなどの異なる処理を行います。 

■ブートタイム・デフラグ 
システム起動時にデフラグを行います。Windows の起動前に行うの
で、システムファイルのデフラグが可能となります。Windows の起動
に必要なファイル(例：ページファイル、ハイバネーションファイルなど)
など、Windows の実行中にはデフラグできないファイルまでデフラグ
でき、システムの更なるパフォーマンスを確保できます。 
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■クラスタビューと複数表示モード 
使用済みクラスタや、断片化したファイル、現在デフラグ中のクラスタな

どを色分けしたブロックで表示します。複数表示モードでは、画面が分

割され、選択した全ドライブのクラスタビューが同時に表示されます。 

 
■デフラグの同時処理 
選択したドライブのデフラグを同時に実行することが可能です。分析

が終了したドライブからデフラグが開始されます。 

■クラスタ エクスプローラ 
各ファイルが物理的にど

のクラスタ位置に配置さ

れているか、ドライブ内

容を解析して表示します。

また、クラスタビュー上で

確認したい位置のブロッ

クをクリックすると、ファイ

ル名などの情報を表示し

ます。 



第１章 LB デフラグ ワークス 3 とは 

8 

■断片化ファイル ウィンドウ 
選択しているボリュームの断片化したファイルの一覧と、その断片数

を表示します。 

 
■３種類のスキン 
「標準」、「シェード」、「モダン」の３種のスキンが用意されています。 

■ドライブ情報 
選択しているドライブ(ボリューム)
の詳細な情報が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ウィザードによる簡単設定 
ウィザード形式でデフラグ処理の設定を簡単に行えます。 
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■パフォーマンスガード 
入出力のスループットをモニターして、他のアプリケーションの利用な

どによりスループットが高くなった場合、デフラグや解析処理を中止し

ます。ディスクリソースの使用状況をチェックして、他のアプリケーショ

ンに対して一定量の使用可能時間を保証することで、デフラグにより

通常のアプリケーションのパフォーマンスが低下してしまうことを防ぎ

ます。 

■バッテリーガード 
ノート PC やサーバに対応し、バッテリー使用中や UPS 使用中に解
析作業とデフラグを休止して、電力の消費を抑えます。 

■USBなどリムーバブルメディアに対応 
MOやZIP、フロッピーディスクなどのリムーバブルディスクのデフラグ
を可能なように設定することができます。FAT フォーマットが採用され
ているものであれば、USB メモリなどの非ディスクメディアでもデフラ
グを行うことができます。 

■デフラグ禁止ドライブの設定（自動モードの解除） 
頻繁にアクセス/書き換えが行われるデータベースが置かれたドライ
ブなど、通常の稼働中にデフラグするのは危険なドライブについて、

永続的に自動モードでの自動デフラグを行わないように設定すること

ができます。 

■ディスク検査 
デフラグでデータを移動する際に、ディスク上で正常に書き込みできな

いエリアがあると、ファイルが壊れてしまう恐れがあります。これを避け

安全性を高めるため、デフラグの前に、ディスクのチェックができます。 
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■モニタリング 
自動モードで監視中のドライブは、ツールバー上のシステムトレイに

表示されるアイコンの状態でモニタリングになっていることを確認でき

ます。設定ウィザードで「Windows 起動時に、自動デフラグを開始する」

の設定を行うと、いちいちユーザインターフェースを開き、デフラグを

実行する必要はありません。 

 
ツールバー上にアイコンを表示させるには、「設定」画面の「アプリケー

ション」タブにある「スタートアップ」項目で「Windowsの起動時に自動的に

実行」と「システムトレイに最小化して開始」にチェックを入れます。 

■配色変更 
クラスタビューの

各ブロックの配色

を自分の見やす

い配色に変更す

ることができます。 
 
 
 
 
 

■強力なコマンドライン ツール 
コマンドライン ツールでデフラグ処理を制御できます。 

■スケジューリング 
コマンドライン オプションを使用して細かなスケジューリングを行うこと
ができます。 
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■パスワード設定 
パスワードを設定することにより、

権限を持たないユーザの利用を

制限できます。 
 
 
 
 
 
 

■ネットワーク デフラグ(Pro版/Server版) 
プロアクティブな自動デフラグに加え、ネットワーク ユーザインターフ
ェースを通して、ローカル PCやネットワーク上の PCへアクセスして、
遠隔操作で解析やデフラグを実行することができます。 

 
１-２ 動作環境 

 
「LB デフラグ ワークス 3 Server」の動作環境として必要な最小の構
成です。この構成より上位の構成の環境をお勧めします。 

■ 対応機種： PC/AT互換機、NEC NXシリーズ 
（NEC PC－9800、PC－9821シリーズ、Macintoshでは動作しません） 

■ 対応 CPU： Pentium 200MHz以上のインテル互換の CPU 
（Windows Vistaの場合は 1GHz以上） 

■ メモリ： 128MB以上（２５６MB以上を推奨、Vistaの場合は 1GB以上） 
■ ハードディスクの空き容量： 15MB以上 
■ 対応 OS： 日本語Windows 2000 Server SP4以降, 

日本語Windows Server 2003/2008 
32ビット版/64ビット版 
(管理コンソールは、 
日本語Windows 2000 SP4以降/XP/Vista) 
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１-３ 注意事項 
 

「LB デフラグ ワークス 3 Server」をご使用になる前に、下記の注意
事項をご確認ください。 

■ 圧縮や暗号化されたハードディスクでは対応できない場合がありま

す。 
■ 最適化を実行する前に、ハードディスクに問題が無いことを予めご

確認ください。 
■ 低速なビデオカードをご利用の場合、プログラムがスムーズに動作

せず、インタフェースの反応が悪くなる場合があります。この場合、

クラスタビューを無効にして動作させると、改善いたします。 
■ SSD(Solid State Drive)はハードディスクとは異なり、書き込み回
数に上限がありますので、デフラグの実行をお勧めしません。 
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第２章 インストール/アンインストール 

 
この章では、「LB デフラグ ワークス 3 Server」のインストール及びア
ンインストールの方法について説明しています。 

インストールを開始する前に、コンピュータ上の開いているすべての

プログラムを閉じてください。 
 
２-１ インストール 

LB デフラグ ワークス Server のインストールは、製品 CD から実行
します。 

(1) LB デフラグ ワークス 3 Serverをインストールするには、製品CD
を CD-ROM ドライブに挿入します。 

 
※ 製品CDをドライブに挿入した際に、「自動再生」ダイアログが表
示された場合には、[Autorun.exeの実行]を選択してください。 
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【インストール画面が表示されない場合】 

製品CDをコンピュータのCD-ROMドライブに挿入しても、自動実
行されないことがあります。 

製品 CDからインストールを開始するには 

1. エクスプローラで製品 CDの内容を表示します。 
2. Autorun.exe ファイルをダブルクリックします。 

(2) インストール画面で「インストール(32 ビット版)」または「インストール(64
ビット版)」をクリックします。 

(3) セットアップ ウィザードが表示されますので、「次へ」ボタンをクリッ
クします。 
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(4) 使用許諾契約書が表示されますので、よくお読みになって「使用許
諾契約書に同意します」を選択して、「次へ」ボタンをクリックします。 

 
「使用許諾契約書に同意しません」を選択した場合には、インストー

ルは中断されます。 

(5) 『セットアップの種類の選択』画面では、通常「インストール」ボタンをク
リックします。インストール先のフォルダを変更したい場合には、「カ

スタム」ボタンをクリックします。 
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(6) インストールを開始する準備ができましたので、「インストール」ボタ
ンをクリックします。 

 

(7) インストールが開始されて、ファイルのコピーが始まります。 
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(8) インストールが完了すると、次の画面が表示されます。 

 
「ＬＢ デフラグ ワークス3 Serverを起動する」にチェックが入った状態

で「完了」ボタンをクリックすると、この後すぐに「ＬＢ デフラグ ワー
クス 3 Server」のプログラムが起動されます。 
 

２-２ 管理コンソールのインストール 

クライアント コンピュータに管理コンソールをインストールして、LB 
デフラグ ワークス Server または LB デフラグ ワークス Pro がイン
ストールされたコンピュータをリモートで操作することが可能です。 

(1) 管理コンソールをインスト
ールするには、製品CDを
CD-ROM ドライブに挿入

します。 
※ 製品CDをドライブに挿入
した際に、「自動再生」ダ

イアログが表示された場

合には、[Autorun.exe の
実行]を選択してください。 
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(2) インストール画面で「管理コンソール(Pro 版)」の「32 ビット版」または
「64 ビット版」をクリックします。 

(3) セットアップ ウィザードが表示されますので、「次へ」ボタンをクリッ
クします。 

 
(4) 使用許諾契約書が表示されますので、よくお読みになって「使用許

諾契約書に同意します」を選択して、「次へ」ボタンをクリックします。 
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(5) 『セットアップの種類の選択』画面では、「カスタム」ボタンをクリックしま
す。 

 
(6) 『カスタムセットアップ』画面では、「LB デフラグ ワークス 3 サービス」の

機能をインストールしないように、下記のように変更して「次へ」ボタ

ンをクリックします。 
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(7) インストールを開始する準備ができましたので、「インストール」ボタ
ンをクリックします。 

 
※ Windows Vista 環境で「ユーザー アカウント制御」ダイアログが
表示された場合には、「続行」を選択してください。 

(8) インストールが完了すると、次の画面が表示されます。 

 
「ＬＢ デフラグ ワークス 3 Pro を起動する」にチェックが入った状態で

「完了」ボタンをクリックすると、この後すぐに「ＬＢ デフラグ ワーク
ス 3 Pro」の管理コンソール プログラムが起動されます。 
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２-３ アンインストール 

「LB デフラグ ワークス 3 Server」をアンインストールするは、次の手
順で「LB デフラグ ワークス 3 Server」の設定を変更してから、アン
インストールを実行します。 

(1) 「LB デフラグ ワークス 3 Server」を起動します。 

(2) 「ヘルプ」メニューの「設定ウィザード」を実行します。 

(3) ステップ 3/5 の「システム起動するたびに、ブートタイムデフラグを実行す
る」と、ステップ4/5の「Windowsの起動時に、自動デフラグを開始する」
のチェックを外して、ウィザードを完了します。 

(4) 「LB デフラグ ワークス 3 Server」を終了します。 

(5) 「スタート」メニューより、「すべてのプログラム」、「LB デフラグ ワ
ークス 3 Server」の順に選択します。 

(6) 次のように「アンインストール」を選択します。 

 
(7) アンインストールのメッセージが出ますので、指示に従ってアンイン

ストールを実行します。 
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第３章 起動方法とライセンスキーの登録 

 
この章では、LB デフラグ ワークス 3 Serverの起動方法とライセンス
キーの登録、ウィザードによる初期設定についてご説明します。 

 
３-１ LB デフラグ ワークス 3 Serverの起動方法 

LB デフラグ ワークス 3 Server の本体アプリケーション(管理コンソ
ール)を起動するには、「スタート」メニューから「すべてのプログラム」
→「LB デフラグ ワークス 3 Server」→「LB デフラグ ワークス 3」を
クリックします。 

 
「設定」画面の「アプリケーション」タブにある「Windows の起動時に自

動的に実行」と「システムトレイに最小化して開始」をチェックした場合に

は、次のWindows起動時からLB デフラグ ワークス 3 Serverが自
動的に起動して、タスクトレイにアイコンが表示されるようになります。 

（タスクトレイに表示されるアイコン） 
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３-２ ライセンスキーの登録 

LB デフラグ ワークス 3 Server は初回起動時には体験版として起
動します。体験版は、すべての機能を１５日間使用することができま

す。 
製品版として使用するには、起動時に表示される「登録」画面でライ

センスキーを入力する必要があります。 

(1) 「登録」画面の「ライセンス
キーの入力」を選択して、

「OK」ボタンをクリックしま

す。 
 
 
 
 
 

(2) 「名前」と「ライセンスキー」
を間違えないように入力し

ます。 

「OK」ボタンでライセンス

情報が登録されます。 
 
 
 
※ 名前は必ず入力してください。 
※ ライセンスキーは、製品 CDの中の『LicenseKey.txt』に記載さ
れています。このファイルに記載されているライセンスキーを

「ライセンスキー」欄にコピー&貼り付けしてください。 
※ ダウンロード版は、ご購入時の電子メールにライセンスキーが
記載されています。 
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３-３ ウィザードによる初期設定 

ライセンス情報の登録が完了すると、「ようこそ」画面が表示されます。 

LB デフラグ ワークス 3 Pro
の初期設定を行うために、

「設定ウィザード」ボタンをクリッ

クします。 
 
※ 後で設定を行う場合には、

「ヘルプ」メニューの「設定ウィ

ザード」を選択してください。 

 

※ 次回から、この画面を表示する必要が無い場合には、「次回から

表示しない」にチェックを入れてください。 

 
ステップ１： この画面では、そ
のまま「次へ」ボタンをクリック

します。 
 
 
 
 
 
 
ステップ2： USB接続の外付
けハードディスクなどのリムー

バブルドライブのデフラグを

実行する場合には、「リムーバ

ブルドライブのデフラグを許可す

る」にチェックを入れて、 
「次へ」ボタンをクリックします。 
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ステップ 3： システム起動時
に Windows のページファイ
ルやハイバネーションファイル

などのデフラグを実行したい

場合には、「システム起動する

たびに、ブートタイムデフラグを実

行する」にチェックを入れて、

「次へ」ボタンをクリックします。 
 
ステップ 4： ディスクアクセス
の空き時間にバックグラウンド

で自動的にデフラグを実行し

たい場合には、「Windows の

起動時に、自動デフラグを開始

する」にチェックを入れて、 
「次へ」ボタンをクリックします。 
 
 
ステップ 5： 「完了」ボタンをク
リックして、設定ウィザードを

終了します。 
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第４章 LB デフラグ ワークス 3 Server の使い方 

 
４-１ 基本的な考え方 

LB デフラグ ワークス 3 Server は、設定ウィザードのステップ 4/5 で
「Windows の起動時に、自動デフラグを開始する」の設定を行うと、次回

の Windows 起動時からサービスが起動し、バックグラウンドで「パフ
ォーマンスガード」機能に基づいてモニタリングモードに入り、ディスク

の解析そしてデフラグを開始します。PC を使用すればするほどデフ
ラグが進み、ディスクがクリーンな状態になります。また、ドライブ上の

データの変更を常時監視していますので、新しいファイルや、変更さ

れたファイルが見つかると、ファイルのチェックリストに追加されます。

PCの負荷が高い状態ではなく、処理能力に余裕が充分にあるときに、
リスト上のファイルを解析し必要であればデフラグを行います。 

従って「LB デフラグ ワークス 3 Server」でこの設定を行えば、通常
何もしなくても自動的にディスクはデフラグされていますので、特に意

識せず、常に最適な状態で PCをお使いいただくことができます。 

ディスクの状態などを見たり、手動でデフラグを実行したりしたい時に

は、アプリケーションを起動します。 
 
４-２ ユーザ インターフェース 

最上部のメインメニューからは、数々の機能にアクセスすることができ

ます。ツールバー上のボタンからは、ディスクドライブの解析や、デフ

ラグの開始や停止、デフラグ方式の変更などが行えます。コンピュー

タ上のアクセス可能なドライブは、画面上部に一覧表示されます。画

面下半分の小さなブロックがたくさん表示されているのは、クラスタビ

ューです。各ブロックはディスク上のクラスタの集まりを示しています。

画面一番下には、各ブロックに表示される色の意味を示す凡例が表

示されています。 
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４-３ ツールバー 

ツールバーには、分析やディスク検査、デフラグの開始と停止、クラス

タビューの表示、断片化ファイルやドライブの情報ウィンドウ、あるい

はバージョン情報を表示するなどの、基本的な機能のボタンが表示さ

れています。Server版及び Pro版では、リモート PCへの接続/切断、
ネットワークインタフェースの表示などのボタンが追加されています。 

 
ボタンの概要 

 接続  貼り付け  モニター開始 

 切断  ドライブ分析  クラスタビュー 
 ネット表示  ディスク検査  断片化ファイル 

 切り取り  デフラグ開始  ドライブ情報 
 コピー  停止  バージョン情報 
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４-４ ドライブの分析 

(1) 「LB デフラグ ワークス 3 Server」を起動します。 

(2) 分析したいドライブが「モニタリング」状態のときには、ツールバー
の「停止」ボタン（赤い四角のアイコン）をクリックして、モニタリング

を停止します。 

 
(3) ステータスに何も表示されていない場合は、停止状態を意味しま

す。停止状態であることを確認して、ツールバーの「分析」ボタン

(虫眼鏡のアイコン)をクリックします。 

 
(4) ステータスが「分析」に変わり、ドライブの分析が開始されます。 
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(5) 分析の結果は、次のような「解析完了」ダイアログとクラスタビュー
内に表示されます。 

 
 
４-５ ドライブの検査 

デフラグを実行する前には、必ずドライブの検査を行って、ドライブに

問題が無いことを確認するようにしてください。ドライブに問題がある

状態でデフラグを実行すると、予期せぬ事態が発生したり、重要なデ

ータを破損したりしてしまう可能性があります。 

(1) 「LB デフラグ ワークス 3 Server」を起動します。 

(2) 検査したいドライブが「モニタリング」状態のときには、ツールバー
の「停止」ボタン（赤い四角のアイコン）をクリックして、モニタリング

を停止します。 
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(3) ステータスに何も表示されていない場合は、停止状態を意味しま
す。停止状態であることを確認して、ツールバーの「チェック」ボタン

(チェックボックスのアイコン)をクリックします。 

 
(4) ステータスが「チェック中」に変わり、ドライブの検査が開始されます。 

 
(5) ステータスに「障害」と表示された場合には、ドライブに問題がある

ことを示しています。Windows のエラーチェックを実行して、ドライ
ブの問題を修復してください。 
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【Windows Server 2008をご使用の場合】 

(1) [スタート]メニューから[コンピュータ]を開き、障害が検出されたドライ
ブを右クリックして、メニューから[プロパティ]を選択します。 

 

(2) [ツール]タブを選択し、[チェックする]ボタンをクリックします。 
初めてエラーチェックを実

行する場合には、「チェック 

ディスクのオプション」画面で、

二つのチェックボックスの両

方にチェックを入れて、[開
始]ボタンをクリックします。 
何回かエラーチェックを実

行している場合には、「ファイ

ル システム エラーを自動的

に修復する」のオプションの

み有効にして、[開始]ボタン
をクリックします。 
 

① 

② 

③ 
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対象ドライブが使用中の場合には、次の画面が表示され、再起動

後にエラーチェックが行われます。 

 

[ディスク検査のスケジュール]をクリックして、コンピュータを再起動し
ます。 

Windows 起動時に次の画面が表示され、ドライブのエラーチェッ
クが実行されます。エラーチェックが完了すると自動的に再起動し

ます。 

 
(3) エラーチェックの結果は、イベント ビューアのアプリケーション ロ

グに記録されます。Windows が起動したら、[スタート]メニューから
[管理ツール]にある[イベント ビューア]を選択してください。 
イベント ビューアが表示されたら、[Windows ログ]－[アプリケーショ
ン]を選択します。右側にログの一覧が表示されるので、ソース欄に
[Wininit]と表示されている最新のログをダブルクリックして表示させ
ます。 
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※日付を確認し、直前に実行されたログか確認してください。 

(4) イベントの説明欄で「Windows has checked the file system and 
found no problems」と記載されているか確認してください。 
次に、「Cleaning up …」表示が無いことを確認してください。
「Cleaning up …」表示があるときには、「ファイル システム エラーを
自動的に修復する」のみにチェックして、「Cleaning up …」表示が
無くなるまで、エラーチェックを何回か繰り返してください。 
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(表示例) 

------------------------------------------------------ 

Checking file system on c: 

・・・  (中略) 

Windows has checked the file system and found no problems. 
**** KB total disk space.  (中略) 

0 KB in bad sectors.  (以下略) 
------------------------------------------------------ 

 
【Windows Server 2003/Windows 2000 Serverをご使用の場合】 

(1) [マイ コンピュータ]を開き、障害が検出されたドライブを右クリック
して、メニューから[プロパティ]を選択します。 

 
(2) [ツール]タブを選択し、[チェックする]ボタンをクリックします。 

初めてエラーチェックを実行する場合には、「チェック ディスクのオプ

ション」画面で、二つのチェックボックスの両方にチェックを入れて、

[開始]ボタンをクリックします。 
何回かエラーチェックを実行している場合には、「ファイル システム 

エラーを自動的に修復する」のオプションのみ有効にして、[開始]ボ
タンをクリックします。 
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対象ドライブが使用中の場合には、次の画面が表示され、再起動

後にエラーチェックが行われます。 

 
[はい]をクリックして、コンピュータを再起動します。 

Windows 起動時に次の画面が表示され、ドライブのエラーチェッ
クが実行されます。完了すると自動的に再起動します。 

 

① 

② 

③ 
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(3) エラーチェックの結果は、イベント ビューアのアプリケーション ロ
グに記録されます。Windowsが起動したら、[マイ コンピュータ]を右
クリックして、[管理]を選択してください。 
[コンピュータの管理]画面が表示されるので、[イベント ビューア]－[ア
プリケーション]を選択します。右側にログの一覧が表示されるので、
ソース欄に[Winlogon]と表示されている最新のログをダブルクリッ
クして表示させます。 

 
※ 日付を確認し、直前に実行されたログか確認してください。 
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(4) イベントの説明欄で「Windows has checked the file system and 
found no problems.」と記載されているか確認してください。 
この表記がなく、「Cleaning up …」と表示されている時には、「ファ
イル システム エラーを自動的に修復する」のみにチェックして、「… 
no problems.」が記録されるまで、エラーチェックを何回か繰り返し
てください。 

 
 
(表示例) 

------------------------------------------------------ 

Checking file system on c: 

・・・  (中略) 

Windows will on check the disk. 
Windows has checked the file system and found no problems. 
**** KB total disk space.  (以下略) 

------------------------------------------------------ 
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４-６ ディスクの手動デフラグ 

(1) デフラグしたいドライブが「モニタリング」状態の時には、ツールバー
の「停止」ボタン（赤い四角のアイコン）をクリックして、モニタリング

を停止します。 

 
(2) ツールバーの「開始」ボタン(緑の三角のアイコン)をクリックします。 

 
(3) ステータスが「デフラグ」に変わり、ドライブの最適化が開始されます。

断片化やディスクの使用容量が多い場合は時間がかかります。 
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４-７ モニタリング モード 

(1) 選択したディスクが停止状態のとき、ツールバーの「モニタ」ボタン
(目の形をしたアイコン)をクリックします。 

 
(2) ステータスが「モニタリング」に変わり、選択したドライブがバックグラ

ウンドでの監視モードに入ります。 

 
注意： 選択したドライブが「停止」状態で「LB デフラグ ワークス 3 

Server」を終了すると、そのドライブは監視（モニタリング）
状態にはなりません。従って、バックグラウンドでの自動デ

フラグも行われません。 
自動デフラグを行いたい場合は、必ず「モニタリング」モード

にしてください。逆にデフラグしたくないドライブは「停止」状

態にしてください。 
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４-８ 設定について 

「編集」メニューの「設定」から「スキンの変更」、「自動起動の設定」、

「パスワード設定」など、いろいろな設定の変更を行うことができます。 

 
 

「全般」タブ 

「全般」タブでは、ユーザ インタフェースの外観（スキン）と、スプラッ
シュ スクリーンについての設定を行います。 

 
ユーザ インタフェースの外観（スキン）は、３種類の中から選択するこ
とができます。 

「追加設定」では、スプラッシュ スクリーンの表示/非表示を切り替える
ことができます。 
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「アプリケーション」タブ 

「アプリケーション」タブでは、LB デフラグ ワークス 3 Serverの起動
設定を変更できます。 

 
「スタートアップ」では、Windows の起動時に LB デフラグ ワークス 3 
Server を自動的に起動するかどうかと、起動する場合にシステムトレ
イに最小化して起動するかどうかを設定できます。 

※ Vista 環境で「スタートアップ」の設定を変更する場合には、LB デ
フラグ ワークス 3 を一旦終了してから、「管理者として実行」する
必要があります。 

「トレイアイコン」では、システムトレイにアイコンを表示するかどうか、ア

イコンから LB デフラグ ワークス 3 Serverの機能にアクセスできるよ
うにするかどうかを設定できます。管理者権限のあるユーザでログオ

ンしている時だけ、アイコンからのアクセスを許可するようにも設定で

きます。 
 



第４章 LB デフラグ ワークス 3 Serverの使い方 

42 

「サービス - 全般」タブ 

「サービス - 全般」タブでは、Windows の起動時に自動デフラグを
実行するかどうかを設定できます。他にも、ノート PC の場合に、バッ
テリー動作時にはデフラグを停止する設定や、リムーバブルドライブ

のデフラグを許可するかどうかの設定を行うことができます。 

デフラグ対象から除外するドライブを設定することも可能です。 

 
 

「サービス - 通信」タブ 

「サービス - 通信」タブ
では、このデフラグサー

ビスに対してアクセスす

る際に、パスワードを要

求するように設定するこ

とができます。 
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「サービス - デフラグ」タブ 

「サービス - デフラグ」タブでは、システムの起動時に毎回ブートタイ
ム デフラグを行うかどうかと、デフラグを実行する前にディスク検査を
実行するかどうかを設定することができます。 

 
「システム起動するたびに、ブートタイムデフラグを実行する」を有効にする

と、Windowsの起動時に毎回ブートタイムデフラグを実行します。 
この項目は、設定ウィザードのステップ 3/5でも変更できます。 

「手動デフラグの前に、ディスク検査を実行する」を有効にすると、手動デ

フラグを実行する際に、自動的にディスク検査を行ってから、デフラグ

処理が開始されます。 

「自動デフラグの前に、ディスク検査を実行する」を有効にすると、自動デ

フラグの際に、ディスク検査を行ってから、デフラグが実行されます。 

「自動モードから除外するドライブ」欄には、自動モードの対象から外し

たいドライブのドライブ文字を入力します。 
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「サービス - パフォーマンスガード」タブ 

パフォーマンスガードは、CPUやディスクの空き時間などの、コンピュ
ータの利用可能なリソースを監視し、充分な余裕のあるときのみデフ

ラグを行う仕組みです。デフラグを最高速度で行うには、チェックボッ

クスのチェックを外してください。アプリケーションの動作を阻害しない

ようにデフラグを行いたい場合には、両方のチェックボックスにチェッ

クを入れてください。 

 
「ディスクがこの割合以上に余裕のあるときのみ動作」の「95%」とは、
ディスクの動作していない時間が 95% 以上のときのみ、デフラグを
行うということです。数値を減らすことで、デフラグの優先度を高めるこ

とができます。100以上の数値を入れた場合には、設定は無視されま
す。この場合、ディスクのアクセス待ち数のみを使用して、動作をコン

トロールします。 
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４-９ リモート PCの登録と接続(Pro版/Server版) 

「LB デフラグ ワークス 3」の Pro版及び Server版は、ローカル PC
上のデフラグを実行する以外にも、ネットワーク越しに遠隔操作でリモ

ート PC のデフラグを行うことができます。ネットワーク越しのリモート
PC のデフラグは、「ネットワーク インタフェース」経由で実行されます。
ネットワーク インタフェースは、インターネットで広く利用されている汎
用的な通信技術である、TCP/IP を利用しています。これにより、「LB 
デフラグ ワークス 3」は、物理的に離れた場所にあるリモートPCの最
適化作業を、ローカルエリア ネットワーク内に限らず、インターネット
越しにも実行させることができます。 

 
リモート PCの登録 

(1) ツールバーの「ネットワーク インタフェースを表示」アイコンをクリック
するか、「表示」メニューの「ネットワーク インタフェースの表示」を選

択して、ネットワーク インタフェースを表示させます。 
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(2) 「編集」メニューの「追加」-「コンピュータ」をクリックします。 

 
(3) リモート接続するコンピュータの名前を「名前」欄に入力します。
同一 LAN内でリモート接続する場合は、「IP」欄は省略できます。
それ以外の場合には、「IP」欄に IPアドレスを入力します。 

 
(4) 「OK」ボタンをクリックすると、「ネットワーク インタフェース」にリモー
ト PCが登録されます。 
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リモート PC との接続 

登録したリモート PC をクリックすることにより、接続が開始されます。
接続が確立されると、リモート PCのドライブ情報が表示されます。 

 
※ リモートPCの「LB デフラグ ワークス3」にパスワードが設定され

ている場合は接続時にパスワードの入力が必要になります。 

※ リモート PC への接続ができない場合には、リモート接続で標準

で使用されるTCPポート番号7110が、ファイアウォールによって

遮断されていないか確認してください。 

【メモ】 多数の PC を管理する場合は、各グループ毎にフォルダを作
成し、その中にコンピュータ名を登録すると管理が容易になり

ます。 
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４-１０ 使用上の注意点 

USBや IEEE1394接続の HDD、また、USB メモリやMOなどのリ
ムーバブル メディアを利用しており、それらを取り外す場合、いくつ
かの注意点があります。 

 
設定ウィザードのステップ 4/5 で「Windows の起動時に、自動デフラグを
開始する」の設定を行うと、すべてのハードディスク ドライブを、自動
的にモニタリングモードに設定します。モニタリングモードでは、ハー

ドディスクへのアクセスが断続的に発生するため、常に使用中の状態

になり、取り外しができません。 

ドライブやメディアを取り外すには、LB デフラグ ワークス 3 を起動し
て、該当するドライブのモニタリングを停止してください。モニタリング

を停止するには、対象ドライブを選択後、「デフラグ」メニューの「停止」

を選択するか、ツールバー上の「停止」ボタンをクリックしてください。 

毎回この手順を行うのが面倒な場合には、該当ドライブのモニタリン

グモードを永続的に停止します。設定の「サービス - デフラグ」タブに

ある『自動モードから除外するドライブ』で、そのドライブに割り当てられ

る可能性のあるドライブ文字を指定してください。詳しくは、ヘルプの

「設定」のページを参照してください。 

また、設定の「サービス - 全般」タブにある『リムーバブル ドライブのデフ

ラグを許可する』を OFF にして、リムーバブル メディアを認識させない
ようにする方法を選ぶこともできます。 
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